
言葉を伝える 

校 長  藤井 朱世 

  

 2学期の大きな行事である合唱祭や、各学年の大きな行事の1年生農村体験

移動教室、2年生職場体験学習、3年生修学旅行が終わりました。1年生は、スロー

ガンに掲げた目標を意識して取り組み、達成していました。2年生は、職場体験を受

け入れてくださった､地域の方から「よく気がついて、対応も完璧で素晴らしかった

です」という言葉をいただきました。3年生は、3年間の集大成として、「自分たちで考えて行動し、心に残る思

い出をつくる」ということを実行しようとしていました。この経験で、皆さんは確実に成長しています。行事の後

に言っていますが、これが終わりではなく通過点です。うまくいったことも、うまくいかなかったことの振り返りも

含めて次の活動、これからの生活や生き方に生かしてほしいと思っています。 

2 年生のマナー講座で講師として来てくださった、田部先生の講義の中に、「言葉は釘、穴が開く」という

お話がありました。『一度刺してしまったら、ぬいても穴が開いてしまいます。だから、言葉を発する前に立ち止

まって細心の注意をはらっていきましょう。それが社会人として大人として大切です』というお話がありました。

刺さるという言葉は、ネガティブ（傷つける）な意味だけではなく、ポジティブ（共感・感動）にも使います。そし

て釘は、二つのものをしっかりつなぐためにも使います。「ありがとう」「大丈夫？」「一緒にやろう」「できるよ」

そんな一言が誰かのこころを支えることがあります。失敗して落ち込んでいるときに「大丈夫だよ。もう一度や

ろう」と言われて救われた経験はありませんか。今回の各行事の取組の中にもポジティブな言葉が交わされ

ていたと思います。何年たっても忘れられない言葉（刺さる言葉）もあるはずです。 

言葉には人を傷つける力も、支える力もあります。だからこそ言葉を大切にしてほしいのです。言葉遣いも

そうですし、合唱で歌う曲の歌詞もしっかりと解釈して、言葉を伝える…皆さんは、今回の合唱祭でも言葉の

内容が伝わる合唱を聴かせてくれました。言葉を発する前に「この言葉は相手の心にどんな跡を残すのだろ

う？」もし、誰かを傷つける「釘」になりそうなら言葉を選びなおす。そして誰かを支える「釘」になりそうなら、

勇気を出して言ってみる。学校には毎日たくさんの言葉が飛び交っています。その一つ一つの言葉で傷つく

人を減らし、勇気をもらう人を増やしていきましょう。言葉は「釘」。どうせ打つなら人の心に傷を残す釘では

なく、人と人との心をつなぐ釘を打ち込める人になるようにしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

真中だより 

教育目標     真剣に学び   自然や人を愛し    たくましく生きる生徒 

 

 

 

 

２ ０ ２ ６年１ １月  ４日 

町田市立真光寺中学校            

校  長  藤 井  朱 世  

電話通話録音システムの導入について      

10月27日にシステム工事作業が終了し、電話通話録音システムが導入されました。真光寺中学校に電

話をすると、まず録音をお知らせする音声ガイダンスが流れます。アナウンスが終わり次第つながり、発信音

が鳴りますので、学校が電話をとるまで、そのままお待ちいただくようお願いいたします。 

次号 合唱祭特集をお届けします 



 

 

○ ３年修学旅行 

９月３０日（水）～10月２日（金）まで奈良・京都へ修学旅行に行ってきました。出発時、東京では小雨が降

る天気でしたが、到着した奈良では、雨がやんでおり、１日目は法隆寺、東大寺大仏殿を見学しました。２日目

からは、班行動で奈良や京都の名所を見学し、３日目の班別タクシー行動でも京都の様々な場所を訪れ、タク

シーの運転手さんや京都の人たち、そして友との交流の中、思い出の１ページを増やしました。 

○２年 職場体験 

９月１６日（水）～１８日（金）の３日間、保育園、学校関係、 

福祉施設、販売店、飲食店など２０以上の事業所様のご協力 

のもと職場体験を行いました。実際に仕事場で仕事を経験 

することにより、今までの生活では見えなかったことが、見 

えるようになり、社会への一歩を踏み出せるようになった 

と思います。キャリア教育の目標である、「これからの自分の 

生き方について考える」機会を得ることができました。 

事業所の皆様には、ご理解ご協力いただき、 

本当にありがとうございました。 

○１年 農村体験移動教室 

９月１６日（水）～１８日（金）に茨城県常陸太田市の１４件の農家さんの 

お宅に宿泊し、体験する農村体験学習を行いました。雨が続いている中、 

１日目は笠間焼の陶芸体験と外での稲刈り体験ができなかったため 

屋内で稲についての講義をしていただきました。１日目の夕方以降は、 

農作業や果物の収穫など、農家さんごとに様々な体験をさせていただき 

ました。各農家さんのお宅で、家族のように迎え入れていただき、過ごす中で 

思い出も残り、最終日には涙で別れを惜しむ姿もありました。スローガン 

「知恩知報」～様々な恩を知って、恩を返していく～ということを実感し、 

達成できた農村体験学習でした。 

  

今後の予定 

１１月 ４日（水）⑤⑥カット 給食なし              １１日（水）期末考査（英・社・保体） 

      ５日（木）連合音楽会合唱（３－２参加）      １２日（木）期末考査（数・国・技家） 

      ６日（金）生徒総会                       １３日（金）期末考査（理・美・音） 

      ９日（月）全校朝礼                       17日（火）1年 茶道体験（虚心亭） 

                                          ２２日（日）3年 ESAT-J受験日  

 

 

 

 
 

   


